
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
21
年
、東

日
本
大
震
災
か
ら
5
年
が
経
っ
た
。
2

つ
の
大
き
な
震
災
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
町
内
会
・
自
治

会
の
存
在
。
町
内
会
・
自
治
会
が
機

能
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
救
急
や
復
旧

に
影
響
し
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
勿
論
、古
来
か
ら
形
成
さ
れ
て

き
た
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。
町

田
市
の
町
内
会
・
自
治
会
は
現
在
、全

部
で
3
0
8
団
体
、加
入
世
帯
率
は
約

55
%
。
市
内
を
10
地
区
に
分
け
、町
内

会
・
自
治
会
連
合
会
と
い
う
組
織
で

束
ね
て
い
る
。
今
回
は
木
曽
地
区
町
内

会
・
自
治
会
連
合
会
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

史
あ
る
街
・
木
曽
地
区
は
、昭
和

60
年
に
忠
生
地
区
か
ら
分
割
し

た
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
。
管
内

に
は
17
の
町
内
会
・
自
治
会
が
あ
り
、

5
8
1
7
の
世
帯
が
加
入
し
て
い
る

（
27
年
4
月
現
在
）。
加
入
世
帯
の
半

数
は
集
合
住
宅
で
、高
年
齢
化
が
深
刻

な
反
面
、新
興
住
宅
地
に
引
越
し
て
き

た
転
入
者
の
加
入
も
多
く
、新
旧
の
住

民
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
町
内
会
・

自
治
会
を
運
営
で
き
て
い
る
。

町
内
会
・
自
治
会
と
し
て
の
活
動

は
古
く
か
ら
伝
わ
る
歴
史
行
事
の
伝

承
も
含
め
、ど
ん
ど
焼
き
や
盆
踊
り
な

ど
の
季
節
行
事
、複
数
の
地
区
と
合
同

で
行
う
防
災
訓
練
や
見
守
り
、防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
主
だ
。

「
町
田
市
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
る
木

曽
は
平
坦
な
地
形
が
多
い
の
で
、万
が

一
の
時
も
比
較
的
被
害
は
少
な
い
地
区

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、3
・
11
や
阪

神
大
震
災
以
降
に
若
い
人
を
中
心
に

災
害
へ
の
意
識
が
と
て
も
高
く
な
り
、

防
災
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。」そ
う
語

る
の
は
会
長
の
宮
本
さ
ん
だ
。

災
意
識
の
高
ま
り
に
併
せ
、避
難

所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
独
自
で

作
成
し
た
。
施
設
ご
と
の
特
徴
や
利
用

の
仕
方
、ル
ー
ル
、防
災
グ
ッ
ズ
の
取
扱

い
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

防
犯
活
動
も
、民
生
委
員
や
近
隣
の

小
中
高
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
組
織

だ
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
町
田
の
中
で
い

ち
早
く
始
め
た
エ
リ
ア
。
警
察
の
防
犯

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
は
、都
県
境
パ

ト
ロ
ー
ル
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
着
用
や

活
動
日
誌
の
徹
底
化
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、防
災
と
併
せ
て
高
い
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。

の
町
内
会
・
自
治
会
と
同
様
に
、

会
長
や
役
員
の
担
い
手
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
。
地
元
に
古
く
か
ら
住

ん
で
い
る
人
か
、自
営
も
し
く
は
定
年

退
職
後
に
時
間
が
自
由
に
な
る
人
が
仕

方
な
く
、と
い
う
場
合
が
多
い
が
、会
長

の
宮
本
聖
士
さ
ん
は
、現
役
世
代
で
会

長
職
を
こ
な
す
稀
少
な
存
在
だ
。
防
災

や
防
犯
に
積
極
的
に
取
り
組
む
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
も
あ
り
、そ
ん
な
会
長

を
支
え
る
副
会
長
の
紅
林
さ
ん
は
、木

曽
に
引
越
し
て
か
ら
約
20
年
、そ
の
前

は
高
ヶ
坂
で
も
町
内
会
長
を
務
め
た
ベ

テ
ラ
ン
だ
。一
方
、地
元
に
生
ま
れ
育
っ

た
石
川
さ
ん
は
木
曽
上
横
町
町
内
会
の

会
長
に
な
っ
て
4
年
だ
が
、彼
も
ま
た
副

会
長
職
を
長
年
務
め
て
き
た
実
績
が
あ

る
。「
昔
は
会
長
を
名
誉
職
と
し
て
引
き

受
け
て
く
れ
た
が
、最
近
は
雇
用
延
長
等

も
あ
り
、町
内
会
の
役
職
に
目
を
向
け
て

く
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
。」三
人
と

も
町
内
会
の
存
続
を
危
惧
し
て
い
る
。

方
、昨
年
設
立
し
た
地
区
協
議
会

で
も
主
な
活
動
は
防
災
対
策
だ
。

昨
年
暮
れ
に
は
50
名
以
上
の
会
員
が
参

加
し
て
、簡
易
ト
イ
レ
や
簡
易
間
仕
切

り
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
、浄
水
器
な
ど

様
々
な
防
災
グ
ッ
ズ
の
使
用
体
験
を

行
っ
た
。「
実
際
に
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
で
す
か
ら
。
日
頃
か
ら
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
大
事
。
こ
れ
か
ら
も

防
災
に
は
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
、万

が
一
に
備
え
て
い
き
た
い
。」行
動
力
の

あ
る
若
い
会
長
の
頼
も
し
い
言
葉
が
印

象
的
だ
っ
た
。

歴

防

他

一

若
い
会
長
が
牽
引
す
る

防
災
・
防
犯
の
モ
デ
ル
地
区

file
005

T
h

e M
ach

ibito
          C

h
iik

i n
i Ik

iru

17 MACHI -BITO 16MACHI -BITO

Machibito

木
曽
地
区
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会

会
長　

宮
本 

聖
士
さ
ん

副
会
長　

石
川 

和
美
さ
ん
／
紅
林 

里
志
さ
ん

き
よ
　
し

く
れ
ば
や
し
　
さ
と
　
し

か
ず
　
み

加入に関するお問い合わせ　町田市町内会・自治会連合会   042-722-4262

B

A
・正
月
の
伝
統
行
事「
ど
ん
ど
焼
き
」　
B
・夏
休
み
に
開
催
さ
れ
る「
盆
踊
り
大
会
」

木曽上横町町内会の会長も務める
副会長の石川和美さん

木曽地区町内会・自治会連合会
会長の宮本聖士さん

木曽境川小学校避難所
運営マニュアル

A

副会長の紅林里志さんは、
木曽親和会の会長も務めている


